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第２回
６月定例会

令和６年第２回定例会を６月７日に開会し、
６月11日に閉会しました。
本議会に提案された議案11件はすべて原案とおり
承認、可決しました。

令
和
６
年
度

補
正
予
算

一

般

会

計

歳
入
の
主
な
る
も
の

国
庫
支
出
金

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

１
０
万
円
を
減
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
総
額
４
４
億

４
，３
３
０
万
円
と
し
た
。


国
庫
補
助
金
で
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ

ム
整
備
費
補
助
金
１
１
７

万
円
を
計
上
。


社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
１
４
５
万
円
、
防
災

・
安
全
交
付
金
１
，
０
９

５
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
減
額

計
上
。

県

支

出

金


県
補
助
金
で
青
森
県
元

気
な
地
域
づ
く
り
支
援
事

業
費
補
助
金
３
５
５
万
円

減
額
計
上
。


寄
附
金
で
一
般
寄
附
金

１
０
０
万
円
を
計
上
。


町
債
で
は
、
起
債
対
象

事
業
費
の
精
査
に
伴
い
過

疎
対
策
事
業
債
３
１
０
万

円
、
公
営
住
宅
建
設
事
業

債
１
，
０
５
０
万
円
を
追

加
計
上
。

土

木

費


下
水
道
費
の
下
水
道
整

備
費
で
大
間
町
下
水
道
事

業
会
計
負
担
金
７
６
８
万

円
を
追
加
計
上
。

国
民
健
康
保
険

特

別

会

計


歳
出
の
組
み
換
え
補
正

で
あ
り
、
組
み
換
え
の
主

な
る
も
の
は
、
総
務
費
で

は
国
保
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
３
９
６
万
円
を
追
加

計
上
し
、
予
備
費
で
は
財

源
調
整
と
い
た
し
ま
し
て

３
９
６
万
円
を
減
額
計

上
。

下
水
道
事
業
会
計


職
員
の
人
件
費
精
査
に

伴
う
補
正
で
あ
り
ま
し

て
、
収
益
的
収
入
及
び
支

出
の
収
入
に
お
い
て
、
営

業
外
収
益
２
３
８
万
円
を

追
加
計
上
し
、支
出
で
は
、

営
業
費
用
１
９
４
万
円
、

特
別
損
失
４
４
万
円
を
追

加
計
上
。


収
益
的
収
入
の
総
額
を

１
億
７
，
１
９
９
万
円
、

収
益
的
支
出
の
総
額
を
１

億
７
，
１
９
０
万
円
。

※
議
会
の
議
決
を
経
な
け

れ
ば
流
用
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
経
費
の
職
員
給
与

費
で
２
８
１
万
円
、
他
会

計
か
ら
の
補
助
金
と
し

て
、
一
般
会
計
か
ら
こ
の

会
計
へ
補
助
を
受
け
る
金

額
２
３
８
万
円
を
追
加
計

上
。

歳
出
の
主
な
る
も
の

総

務

費


総
務
管
理
費
の
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
事
業
費

で
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

３
６
７
万
円
を
追
加
計

上
。

予

備

費


財
政
調
整
に
よ
り
２
２

５
万
円
追
加
計
上
。

水
道
事
業
会
計


職
員
の
人
件
費
精
査
に

伴
う
補
正
、
落
雷
に
よ
る

送
水
ポ
ン
プ
場
及
び
４
号

取
水
場
多
重
伝
送
装
置
・

水
位
計
取
替
工
事
費
の
補

正
、
労
務
費
及
び
資
材
費

高
騰
に
伴
う
建
設
改
良
費

の
補
正
で
あ
り
ま
し
て
、

収
益
的
収
入
及
び
支
出
の

営
業
外
収
益
２
７
８
万

円
、
営
業
費
用
８
２
万
円

を
追
加
計
上
。


収
益
的
収
入
の
総
額
を

１
億
７
，
０
４
１
万
円
、

収
益
的
支
出
の
総
額
を
１

億
６
，
８
４
５
万
円
。


資
本
的
収
入
及
び
支
出

で
負
担
金
１
９
５
万
円
、

建
設
改
良
費
４
３
８
万
円

を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
計
上

し
、
資
本
的
収
入
の
総
額

を
２
億
４
，５
８
５
万
円
、

資
本
的
支
出
の
総
額
を
３

億
３
，
５
２
７
万
円
。

※
議
会
の
議
決
を
経
な
け

れ
ば
流
用
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
経
費
の
職
員
給
与

費
で
２
２
５
万
円
を
減
額

計
上
。
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戸
籍
附
票
シ
ス
テ
ム

改
修（
読
み
仮
名
対
応
）

業
務
委
託
料
、
戸
籍
附

票
シ
ス
テ
ム
改
修
（
振

り
仮
名
仮
登
録
機
能
）

業
務
委
託
料
、
戸
籍
附

票
シ
ス
テ
ム
改
修
（
附

票
旧
氏
記
載
機
能
）
業

務
委
託
料
、
住
民
記
録

シ
ス
テ
ム
改
修
（
氏
名

の
振
り
仮
名
法
制
化
対

応
）
業
務
委
託
料
、
大

間
小
学
校
エ
ア
コ
ン
設

置
事
業
、
奥
戸
小
学
校

エ
ア
コ
ン
設
置
事
業
、

大
間
中
学
校
エ
ア
コ
ン

設
置
事
業
に
係
る
歳
入

歳
出
予
算
の
経
費
を
令

和
６
年
度
に
繰
越
。

大
間
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
の
変
更


令
和
６
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
の
執
行
に

合
わ
せ
た
計
画
の
変

更
。

森
林
環
境
税
の

賦
課
徴
収
に
つ
い
て


令
和
６
年
度
か
ら
導

入
さ
れ
る
国
税
で
あ
る

森
林
環
境
税
の
賦
課
徴

収
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
本
案
は
市
町
村

に
お
い
て
地
方
税
で
あ

る
個
人
住
民
税
均
等
割

と
併
せ
て
行
う
と
さ
れ

た
た
め
、
共
同
処
理
す

る
事
務
の
う
ち
市
町
村

税
等
の
滞
納
整
理
に
関

す
る
事
務
に
森
林
環
境

税
に
係
る
徴
収
金
を
加

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
青
森
県
市

町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
変
更
。

報
告

専
決
処
分


地
方
税
法
等
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
対
象
条

例
が
令
和
６
年
２
月
21

日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
大
間
町
税

条
例
の
一
部
を
改
正
。


地
方
税
法
等
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
対
象
条

例
が
令
和
６
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
大
間
町
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
。


地
方
税
法
等
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
対
象
条

例
が
令
和
６
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
大
間
町
税

条
例
の
一
部
を
改
正
。


過
疎
地
域
の
持
続
的

発
展
の
支
援
に
関
す
る

特
別
措
置
法
第
24
条
の

地
方
税
の
課
税
免
除
又

は
不
均
一
課
税
に
伴
う

措
置
が
適
用
さ
れ
る
場

承
認

合
等
を
定
め
る
省
令
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
大

間
町
産
業
振
興
促
進
区

域
に
お
け
る
固
定
資
産

税
の
特
別
措
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改

正
。


地
方
交
付
税
、
地
方

消
費
税
交
付
金
等
の
確

定
及
び
財
源
調
整
の
予

算
措
置
。

※
専
決
処
分
を
必
要
と

し
た
理
由

〔
報
告
〕
…
地
方
自
治

法
施
行
令
第
１
４
６
条

第
２
項
の
規
定
に
よ
り

報
告
。

〔
承
認
〕
…
議
会
を
招

集
す
る
時
間
的
余
裕
が

な
い
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
と
認
め
、
地
方
自

治
法
（
昭
和
22
年
法
律

第
67
号
）
第
１
７
９
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り

改
正
、
専
決
処
分
。

過疎地域持続的発展計画とは？
過疎地域について、総合的かつ計画的な対策を
実施するために、必要な特別措置を講じることで
地域の持続的発展を支援し、もって人材の確保及
び育成、雇用機会の拡充、住民福祉の向上、地域格
差の是正並びに美しく風格ある国土の形成に寄与
することを目的として策定するもの。

森林環境税とは？
市町村及び都道府県が実
施する森林の整備及びその
促進に関する施策の財源に
充てるため、個人住民税均
等割に上乗せして課される
税金のこと。

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か
町の動きを知るよい機会です。

多くの方が町政に関心を持ち、議会を傍聴することが議会活性化の一つです。
６月定例会の傍聴者は22人でした。次の定例会は９月の予定です。

皆さんの傍聴をお待ちしております。
（詳しくは議会事務局まで）

６ 月 定 例 会
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堺 祐介 議員

質問時間 45分

天
妃
様
の
里
帰
り
が
大
き

く
報
道
さ
れ
、
台
湾
の
方
々

も
大
間
へ
の
関
心
は
高
ま
っ

て
い
る
。

今
後
も
台
湾
か
ら
大
間
へ

訪
れ
る
方
が
増
え
る
と
予
想

さ
れ
、
天
妃
様
が
町
の
観
光

に
な
っ
て
い
く
。

互
い
の
こ
と
を
知
る
た
め

に
様
々
な
交
流
を
し
、
親
睦

を
深
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
う
が
？

町
長
答
弁

天
妃
様
の
里

帰
り
を
通
し
て
、
台
湾
で
も

お
祭
り
ご
と
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
ま
し
た
。
動
画
に
公
開

さ
れ
た
影
響
も
あ
り
、
町
民

を
は
じ
め
訪
日
観
光
客
の
関

心
が
増
し
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
る
。

将
来
の
展
望
と
し
て
、
ま

ず
は
、
天
妃
様
の
里
帰
り
を

機
会
に
台
湾
と
の
文
化
や
ス

ポ
ー
ツ
、
子
ど
も
た
ち
の
交

流
を
十
分
検
討
し
て
い
き
た

い
。再質

問

天
妃
様
が
町
の

観
光
の
一
つ
に
な
る
根
拠
と

し
て
、
台
湾
と
大
間
の
関
連

し
た
動
画
の
中
で
、
再
生
数

が
多
い
動
画
で
17
万
再
生
、

訪
日
外
国
客
数
で
、
コ
ロ
ナ

前
の
２
０
１
９
年
は
約
４
８

９
万
人
、
２
０
２
４
年
４
月

ま
で
で
約
１
９
３
万
人
と
台

湾
か
ら
日
本
に
訪
れ
て
い
ま

す
。大

間
に
訪
れ
る
台
湾
の
方

が
増
え
る
傾
向
が
見
込
ま
れ

る
。大

間
町
民
の
皆
さ
ん
に
も

台
湾
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
周
知
活
動
が

必
要
で
す
。

例
え
ば
、
生
活
や
食
・
文

化
な
ど
を
体
験
す
る
ブ
ー
ス

を
イ
ベ
ン
ト
等
で
行
う
考
え

は
？町長

答
弁

函
館
空
港
に

台
湾
か
ら
の
直
行
便
が
あ
る

の
で
、
そ
れ
を
活
用
し
大
函

丸
に
乗
っ
て
下
北
・
大
間
に

来
て
も
ら
え
る
よ
う
、
し
も

き
た
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ
あ
し
す
と
を

通
し
て
い
ろ
い
ろ
計
画
を
し

て
い
る
。

ま
た
、
７
月
15
日
に
30
名

弱
来
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い

て
お
り
ま
す
。
是
非
お
も
て

な
し
を
し
た
い
な
と
い
う
考

え
で
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い

う
イ
ベ
ン
ト
的
な
も
の
を
で

き
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
、

観
光
協
会
と
話
し
て
、
交
流

の
中
で
文
化
を
知
っ
て
も
ら

う
事
を
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問

先
程
の
ス
ポ
ー

ツ
交
流
で
す
か
、
例
え
ば
、

台
湾
は
野
球
に
関
し
て
は
、

世
界
的
に
も
強
豪
国
で
す
。

大
間
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流

試
合
を
行
う
こ
と
を
将
来
的

に
望
ん
で
い
き
た
い
。
そ
う

い
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長
答
弁

野
球
交
流
と

い
う
の
は
、
私
が
思
っ
て
い

る
中
で
は
、
一
番
高
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

財
政
状
況
を
見
な
が
ら
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

受
け
入
れ
る
側

が
準
備
で
き
て
な
い
と
、
今

全
国
的
な
観
光
地
で
も
起

こ
っ
て
い
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
、
観
光
客
が
溢
れ
て

し
ま
う
。

中
国
と
の
関
係
な
ど
、
国

際
的
な
問
題
で
も
難
し
い
観

点
も
あ
り
ま
す
が
、
大
間
町

の
観
光
資
源
と
し
て
は
、
と

て
も
重
要
な
交
流
。
課
題
や

懸
念
材
料
が
あ
る
か
。

町
長
答
弁

今
政
権
が
交

代
し
て
、
野
党
が
過
半
数
を

占
め
て
い
る
。

ま
た
、中
国
と
の
関
係
は
、

か
な
り
厳
し
い
状
況
の
中
に

あ
る
。
状
況
が
状
況
の
た

め
、
今
は
、
天
妃
様
の
関
係

で
や
る
の
が
ま
だ
い
い
の
か

な
と
い
う
考
え
で
い
ま
す
。

地
は
、
撤
去
す
る
時
に
原
状

復
帰
し
な
く
て
も
、
そ
の
ま

ま
退
去
し
て
も
よ
い
と
い
う

条
件
が
人
気
の
一
つ
、
空
き

が
無
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

移
住
者
、
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ

ス
の
活
用
に
も
な
る
と
思
う

が
。町長

答
弁

教
職
員
住
宅

も
空
き
家
バ
ン
ク
的
な
形
を

今
後
、
取
り
入
れ
る
こ
と
も

で
き
る
の
か
を
考
え
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。






























































































現
在
の
旧
戸
井
町
・
函
館

市
と
の
交
流
事
業
の
状
況

は
？町長

答
弁

函
館
市
戸
井

地
区
文
化
祭
と
大
間
町
音
楽

祭
へ
お
互
い
に
参
加
し
文
化

交
流
を
継
続
し
て
お
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
数
年
実
施
で
き
な
い
時
期

も
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度

は
よ
う
や
く
、
大
間
町
音
楽

祭
に
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
戸

井
の
参
加
を
い
た
だ
き
開
催

で
き
ま
し
た
の
で
、
今
後
も

交
流
事
業
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
き
た
い
。

再
質
問

函
館
市
と
、
大

間
町
と
の
交
流
事
業
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
、
何
か
あ
る

の
か
。

町
長
答
弁

昨
年
の
６
月

に
、
下
北
５
市
町
村
の
首
長

と
函
館
市
長
に
表
敬
訪
問
に

行
っ
た
際
、
交
流
事
業
を
何

と
か
復
活
さ
せ
た
い
と
お
願

い
は
し
た
。

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
と

い
う
返
事
は
も
ら
っ
た
が
、

そ
の
後
、
何
等
動
き
が
見
え

て
な
い
状
況
。




























大
間
・
奥
戸
・
材
木
地
区

の
教
員
住
宅
の
老
朽
化
・
空

き
家
状
態
が
続
い
て
い
る
。

今
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
か
。

町
長
答
弁

近
年
の
傾
向

と
し
て
、
下
北
管
内
在
住
で

あ
れ
ば
、
当
町
へ
自
宅
か
ら

通
勤
す
る
教
職
員
が
多
数
。

校
長
や
教
頭
と
い
っ
た
管
理

職
に
つ
い
て
は
、
緊
急
時
に

備
え
教
職
員
住
宅
に
入
居
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
た
め
、

３
校
を
合
わ
せ
て
最
低
６
棟

は
必
要
。

ま
た
、
館
ノ
上
の
教
職
員

住
宅
４
棟
に
つ
い
て
は
、
令

和
９
年
度
か
ら
実
施
予
定
の

町
営
住
宅
館
ノ
上
団
地
建
替

え
の
際
に
、
町
営
住
宅
入
居

者
の
仮
設
住
宅
と
し
て
活
用

す
る
予
定
。

そ
の
他
の
古
い
教
職
員
住

宅
に
関
し
ま
し
て
は
、
教
職

員
か
ら
入
居
の
ニ
ー
ズ
が
無

い
こ
と
か
ら
、
財
政
状
況
を

見
な
が
ら
撤
去
と
か
そ
の
後

の
活
用
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。再質

問

都
市
部
で
は
、

団
地
の
空
き
家
を
解
消
す
る

た
め
、
セ
ル
フ
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
、
建
物
を
自

分
で
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
こ
と

が
、
若
者
の
中
で
流
行
っ
て

い
ま
す
。

築
50
年
、
60
年
経
っ
た
団

地
で
も
そ
う
い
う
ふ
う
に
有

効
活
用
し
て
い
る
部
分
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
団

セルフリノベーションとは？
部屋のリノベーションを行う際、内装
業者などに依頼せず、自分の手で設計や
工事を行うことを指す。
１．間取りやデザインなどの設計作業
２．建材を加工して組み立てる施工作業
３．塗装やタイル貼りなどの仕上げ

オーバーツーリズムとは？
特定の観光地において、訪問客
の著しい増加等が、地域住民の生
活や自然環境、景観等に対して受
忍限度を超える負の影響をもたら
したり、観光客の満足度を著しく
低下させるような状況。

一 般 質 問
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案
件

一
、
大
間
町
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

・
人
口
の
見
通
し

令
和
７
年
の
人
口
は

４
，
２
５
１
人
で
あ
る

が
、令
和
22
年
に
は
２
，

９
２
２
人
と
な
り
、
増

減
率
は
△
63
．
４
％
と

な
る
見
込
み
（
人
口
問

題
研
究
所
調
べ
）
で
あ

る
。
そ
の
中
で
０
歳

～
14
歳
ま
で
が
３
７
６

人
か
ら
１
８
４
人
と
推

計
さ
れ
て
い
る
。

・
大
間
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

町
の
見
通
し
と
し
て

は
、
令
和
７
年
度
の
人

口
は
５
，
２
８
９
人
、

令
和
22
年
度
に
は
４
，

１
７
３
人
と
推
計
さ
れ

て
お
り
、
う
ち
０
歳

～
14
歳
ま
で
が
３
７
４

人
と
推
計
さ
れ
て
い

る
。












〔
令
和
６
年
６
月
３
日
〕

・
産
業
別
人
口
の
推
移

（
平
成
27
年
国
勢
調
査

に
よ
る
。）

第
一
次
産
業
人
口
は
６

１
２
人
、
第
二
次
産
業

人
口
は
５
６
６
人
、
第

三
次
産
業
人
口
は
１
，

３
８
０
人
と
確
認
さ
れ

て
い
る
。

二
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て

・
令
和
５
年
度
（
決
算
見

込
み
）
は
歳
入
で
６
９

億
７
，
３
７
４
万
８
千

円
、歳
出
で
６
７
億
９
，

１
９
２
万
円
で
あ
り
、

令
和
10
年
度
は
歳
入
で

５
０
億
１
，
３
１
１
万

８
千
円
、
歳
出
で
４
８

億
９
１
９
万
７
千
円
と

見
込
ま
れ
る
と
報
告
が

あ
っ
た
。

ま
た
、
財
政
調
整
基
金

は
令
和
５
年
度
（
決
算

見
込
み
）
は
４
億
１
，

０
２
８
万
４
千
円
で
あ

り
、
令
和
10
年
度
は
８

億
１
，
０
２
８
万
９
千

円
の
見
込
み
で
あ
る
。

・
建
設
・
運
転
差
止
等
請

求
訴
訟
の
審
理
状
況
に

つ
い
て

住
民
訴
訟
の
審
理
状
況

は
、
３
月
12
日
に
第
11

回
口
頭
弁
論
が
開
催
さ

れ
、
今
後
は
、
７
月
９

日
に
第
12
回
、
12
月
10

日
に
第
13
回
の
口
頭
弁

論
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

函
館
市
の
訴
訟
審
理
状

況
は
、
今
後
は
、
９
月

２
日
第
32
回
、
来
年
の

２
月
26
日
第
33
回
の
口

頭
弁
論
と
な
っ
て
い

る
。

〔
大
間
・
函
館
フ
ェ
リ
ー

航
路
対
策
特
別
委
員
会
〕

令
和
５
年
度
大
間
・
函

館
フ
ェ
リ
ー
航
路
運
航

実
績
は
前
年
度
と
比
べ

る
と
運
航
回
数
は
14
便

多
い
１
，
３
３
３
回
、

旅
客
輸
送
人
員
は
１

２
，
３
６
７
人
多
い
７

６
，
５
８
７
人
、
貨
物

車
・
バ
ス
乗
用
車
等
は

３
，
６
８
２
台
多
い
３

６
，
０
５
３
台
と
な
っ

て
い
る
。

（
会
議
資
料
１
参
照
。）

し
か
し
な
が
ら
損
益
計

算
書
を
見
る
と
、
令
和

５
年
は
△
１
億
６
，
８

１
９
万
６
千
円
の
赤
字

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

重
な
る
要
因
は
燃
料
費

の
高
騰
及
び
支
店
販
売

管
理
費
等
と
な
っ
て
い

る
。












〔
令
和
６
年
６
月
３
日
〕

〔
大
間
原
子
力
発
電
所
対

策
特
別
委
員
会
〕

・
新
規
制
基
準
適
合
性
審

査
の
対
応
状
況
に
つ
い

て国
の
原
子
力
規
制
委
員

会
に
お
け
る
審
査
状
況

は
、
４
月
５
日
時
点
で

64
回
目
で
あ
る
が
、
津

波
発
生
要
因
の
組
合
せ

に
関
す
る
検
討
に
つ
い

て
、
概
ね
妥
当
が
な
さ

れ
た
と
評
価
さ
れ
た
。

今
後
は
、残
さ
れ
た「
基

準
津
波
の
策
定
」
が
論

点
と
な
る
。

〔
令
和
６
年
６
月
７
日
〕

【会議資料１(※１）】大間・函館フェリー航路運航実績（１月～12月)

令和４年度 令和５年度 増 減
運行回数 １，３１９回 １，３３３回 ↑ １４回
旅客輸送人員 ６４，２２０人 ７６，５８７人 ↑ １２，３６７人
貨物車輸送台数等（※２） ３２，３７１台 ３６，０５３台 ↑ ３，６８２台
※１：この資料は一部抜粋したものです。
※２：バス、乗用車、特殊手荷物（バイク等）含む。

基準津波とは？
原子力発電所に大きな影響を及ぼす恐れが
ある最大規模の津波のこと。
基準津波の策定は、
最新の知見を踏まえ、地震だけでなく、地す
べりなど地震以外の要因を想定し、より一
層厳しい条件で策定している。

全員協議会･特別委員会
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４月
26日 例月出納検査（議会選出監査委員）
28日～29日 青森懸護国神社第76回例大祭（弘前

市・議長）

５月
11日 大間町消防団定期観閲式
12日 むつ市消防団定期観閲式（むつ市・議長）
13日～15日 第14回全国原子力発電所立地議会サ

ミット実行委員会（東京都・議長及び事務
局長）
下北半島振興促進連絡協議会国要望活動
（東京都・議長及び事務局長）

16日 議会事務局職員研修会（青森市・事務局）
18日 大間小学校運動会
19日 佐井村消防団定期観閲式（佐井村・議長）
20日～22日 全国町村議会議長会議長・副議長研

修会（東京都・議長及び副議長並びに事務
局長）

22日～23日 令和６年度全国原子力発電所所在市
町村協議会総会（東京都・議長及び事務局
長）

25日 奥戸小学校「奥戸地区・材木地区大運動会」
26日 春まつり
27日 下北郡町村議会議長会臨時総会（むつ市・

議長及び事務局）
28日 令和６年度青森県鉄道整備促進期成会総会

（青森市・議長）
例月出納検査（議会選出監査委員）

29日～30日 町村議会広報研修会（青森市・議長
及び議会広報編集委員会委員並びに事務
局）

６月
１日 東通村消防団定期観閲式（東通村・議長）
２日 風間浦村消防団定期観閲式（風間浦村・議

長）
３日 議会議員全員協議会

大間・函館フェリー航路対策特別委員会
大間消防署新庁舎視察

６日 議会運営委員会
７日 第２回大間町議会定例会開会

大間原子力発電所対策特別委員会
８日 大間消防署新庁舎落成式典
10日 総務教育常任委員会及び産業建設常任委員

会
11日 一般質問・議案審議

第２回大間町議会定例会閉会
議会広報編集委員会

13日 大間地域婦人会「父の日記念花束贈呈」（大
間保育園前）

18日 大間原子力発電所交通安全等対策協議会総
会（議長及び大間原子力発電所対策特別委
員会委員長並びに事務局長）
大間原子力発電所三ヶ町村協議会（正副議
長及び大間原子力発電所対策特別委員会委
員長並びに事務局長）

22日 大間幼稚園運動会
25日 青森県町村議会議長会臨時総会（青森市・

議長及び事務局長）
27日 大間町交通安全対策協議会
28日 令和６年度大間地区連合防犯協会定時総会

令和６年度大間地区暴力追放推進協議会定
時総会
例月出納検査（議会選出監査委員）

７月
３日 歌碑「一番マグロの謳」除幕式
10日 議会広報編集委員会
11日～12日 合葬墓に係わる議員行政視察（「六ヶ

所村」「十和田市」・議員及び事務局長並び
に行政）

17日 県下町村議会議員研修会（青森市・議員及
び事務局）

17日～19日 全国原子力発電所立地市町村議会議
長会定期総会（東京都・議長及び事務局長）

24日 議会広報編集委員会

議会のうごき
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青
森
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ

る
、
町
村
議
会
広
報
実
務
担
当
者
研
修

会
に
議
会
広
報
編
集
委
員
会
（
堺
委
員

長
外
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
、
広
報
誌
制
作
の
基
本

ポ
イ
ン
ト
と
題
し
、講
師
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
長
岡
光
弘
氏
の
講
義
が

あ
り
、
①
媒
体
特
性
を
知
る
②
広
報
誌

制
作
の
基
本
を
学
び
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
県
内
５
町
村
の
広
報
誌

を
基
に
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
行
い
ま
し

た
。議

会
広
報
編
集
委
員
会
で
は
、
町
民

の
皆
様
に
情
報
が
伝
わ
り
や
す
い
広
報

誌
作
成
に
引
き
続
き
、
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
５
年
第
３
回
大
間
町
議
会
定
例
会
で
の
正
根
議
員
か
ら
の
一
般
質

問
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
、
合
葬
墓
の
行
政
視
察
（
石
戸
議
長
外
）
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

当
町
で
は
大
間
町
墓
園
や
お
寺
等
で
管
理
さ
れ
て
い
る
墓
地
が
あ
る
中

で
、
近
年
の
核
家
族
化
に
よ
る
単
身
世
帯
の
増
加
、
地
縁
・
血
縁
の
希
薄

化
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
お
墓
の
管
理
で
、
無
縁
墓
地
化
や
荒

廃
区
域
の
増
加
や
価
値
観
の
多
様
化
に
よ
る
継
承
を
前
提
と
し
な
い
墓
地

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
と
い
っ
た
課
題
が
で
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
現
状

と
課
題
を
踏
ま
え
、
将
来
に
わ
た
り
町
民
の
墓
地
需
要
に
応
え
る
た
め
合

葬
墓
の
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
今
回
、

六
ヶ
所
村
や
十
和
田
市
の
２
か
所
の
視
察
で
整
備
計
画
策
定
に
当
た
っ
て

の
共
通
点
と
し
て
、「
地
域
住
民
や
関
係
者
と
充
分
な
意
見
交
換
を
行
い
、

互
い
の
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
総
合
的
な
着
地
点
を
見
つ
け
る
こ
と
」
が

重
要
で
あ
る
。
と
教
訓
と
し
て
捉
え
ま
し
た
。

合
葬
墓
の
事
業
費
は
規
模
等
で
相
違
し
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
一
般
財
源

で
の
整
備
で
、
使
用
料
な
ど
の
受
益
者
負
担
も
あ
り
ま
す
。
合
葬
墓
の
管

理
は
市
村
が
行
う
こ
と
は

共
通
で
す
。
大
間
町
と
し

て
も
、
熟
考
の
う
え
将
来

を
見
据
え
た
施
策
の
提
案

が
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま

す
が
、
住
民
に
対
し
て
公

平
で
安
定
し
た
内
容
で
あ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

青
森
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ

る
県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
、
政

治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
細
川
隆
三
氏
を

講
師
に
『「
日
本
政
治
の
行
方
」
～
ズ
バ

リ
解
説
！
政
局
の
焦
点
』
と
題
し
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

岸
田
政
権
の
誕
生
か
ら
２
年
８
か
月

の
支
持
率
の
変
化
。
都
知
事
選
挙
や
政

治
と
カ
ネ
。
世
界
情
勢
と
物
価
高
騰
を

め
ぐ
る
日
本
経
済
。
自
民
党
総
裁
選
挙

や
衆
議
院
総
選
挙
の
行
方
な
ど
な
ど
政

局
を
め
ぐ
る
様
々
な
視
点
か
ら
、
今
後

の
日
本
政
治
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
政
局
の
動
き
に
よ
っ
て
地
方
自
治

体
も
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
す
の
で
、

常
に
関
心
を
持
っ
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

会場の様子（参加者議員)

会場の様子（参加者議員)

十和田市三本木霊園視察の様子

六ヶ所村霊園合葬墓視察の様子

議会のできごと
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年
々
暑
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
来

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
南
東
北

か
ら
関
東
、
九
州
と
６
月
か
ら
真

夏
日
を
何
日
か
記
録
し
て
い
ま

す
。
大
間
町
も
７
月
～
９
月
と
夏

の
行
事
が
続
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
も

５
類
へ
移
行
と
な
り
、
気
も
緩
み

が
ち
と
な
り
ま
す
が
、
今
で
も
何

件
か
の
コ
ロ
ナ
患
者
が
出
て
い
ま

す
の
で
、
対
策
を
充
分
に
し
て
よ

い
夏
日
を
過
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
年
の
お
祭
り
は
、
神
楽
を
先

頭
に
４
台
の
山
車
の
み
で
行
な
わ

れ
る
と
決
定
さ
れ
、
運
行
コ
ー
ス

も
一
部
変
更
さ
れ
る
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。
帰
省
さ
れ
て
く
る
家
族

の
方
々
も
多
く
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
短
い
大
間
の
夏
を
エ
ン
ジ
ョ

イ
し
、
家
族
の
絆
を
よ
り
深
め
、

物
価
高
騰
の
今
日
で
あ
り
ま
す

が
、
め
げ
ず
に
楽
し
ん
で
頂
き
、

明
日
に
向
っ
て
更
に
邁
進
し
て
下

さ
い
。

記
【
吉
田
】

議
会
広
報
編
集
委
員

委
員
長

堺

祐

介

副
委
員
長

傳

法

厚

史

委

員

傳

法

正

広

吉

田

安

男

山

崎

一

利

佐
々
木

信

彦

編

後
記

集

議会のできごと

７
月
15
日

大
間
稲
荷
神
社
に
て

大
間
地
区
大
漁
祈
願
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
台
湾
か
ら
の
参
加

も
あ
り
、
祈
祷
・
御
礼
入
れ
・
天
妃

様
行
列
も
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

消防職員による訓練実演の様子（訓練塔にて)

庁舎内（事務室）

落成式の様子（車庫にて）

テープカットの様子（庁舎正面玄関前にて）

天妃様行列の様子(大間稲荷神社前にて) 旧冷前にて

大間字大間平の大間警察署に隣接した所に建設されました。
庁舎は鉄骨造及び鉄筋コンクリート一部２階建て
訓練塔は鉄骨造またはコンクリート造５階建て

総工費10億7,809万円


